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普段あまり話をする機会がない学長と学生たちが、座談会形式でさまざまなテーマ

について語り合う「学長と話そう」。今回、開かれたのは1月中旬。卒業を控えた

4年生4人が集まってくれました。

それぞれ学科は異なるものの、卒業研修に追われる4人の学生。忙しい合間をぬって集まってくれた今回の座談会では、「研究室」をメインテーマに

所属のきっかけや仲間のこと、そして大学生活の感想などについて語り合いました。

学長と話そう

内沢さん　建築学科にはデザイン
系と構造計算系の研究室があるの
ですが、私は構造計算系を選択しま
した。この分野が少し苦手だったこ
ともあり、研究を通して克服できた
らなって。また、研究室の決め手と
なったのは先生の人柄です。研究室
に所属する前から親しくしていただ
いて、些細なことでも相談に乗っていただけました。
二瓶さん　私の場合、入学前からカーデザインについて
勉強したいと決めていました。いざ研究室を選択する際
に、タイミングを見計らったかのように、カーデザイナー
の経験がある先生が着任し、絶好の機会だと思い、迷わ
ずその先生の研究室を選択しました。
木村さん　すごいタイミングですね。私が所属している
研究室はデバイス系の分野ですが、実はオープンキャン
パスに参加したときから「ここに入ろうかな」と考えてい
ました。実際に研究室の先生や先輩と話をして、研究内容
や研究室の雰囲気に惹かれました。
大村さん　オープンキャンパスがきっかけではありませ
んが、私も入学前から入りたい研究室を決めていました。
学長　そうだったんですか。どういった経緯で工大、そし
て研究室を選択したのか気になりますね。
大村さん　大学入学前、個別で工大に問い合わせをして
みたら、快く見学を受け入れてくれて。そこで案内してい
ただいたのが現在所属している研究室の先生だったんで
す。いろいろな話をしているうちに、「この先生の研究室

に入りたい」と思い、工大への進学を決めました。
学長　どうやら皆さん、研究室選びの決め手は教員の影
響が大きいようですね。具体的に、どのような研究活動を
しているのか教えてください。
内沢さん　端的に言えば構造設計ですが、私がテーマと
して研究しているのはダンパー系。例えば、10号館で地
震が起きたらどのような揺れ方をするのか、などですね。
木村さん　興味深いですね。私は、磁性体であるニッケ
ルを使った研究をしています。微細加工により、ニッケル
の磁性体としての効果をなくしていきます。
大村さん　分野の異なる経営コミュニケーション学科の
私にとっては難しいです（笑）。皆さん本当に専門的な研
究をしているんですね。私は異文化コミュニケーションを
主としたさまざまなコミュニケーションに関する分野を研
究しています。
二瓶さん　私はもちろんカーデザインです。具体的には、
高齢者向けでありながらも運転していて楽しいと思え
る車をデザインしています。高齢者の事故が増えてい
る昨今、安心して尚且つ楽しく運転ができる車があれ
ば、自分のように運転が好きな人
も長くドライブを楽しめるだろう
なと。

学長　卒業間近な今、自分のテーマに
沿って研究を進めていると思います
し、それが自分のものになりつつある
とすれば大学としてもうれしいことで
す。ところで、研究室の仲間との時間

仲間との関係性は
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はどうですか。そこでの時間というの
は記憶に残りますし、意義深い時間に
なると思うのですが、ぜひ聞かせてく
ださい。
大村さん　私の研究室には、4年生は
全員で5人います。個人研究を進めて
いますが、みんなで集まってそれぞ
れの研究を進める、ということに意
味があるのかなと思っています。
二瓶さん　分かります。私の場合も

グループではなく個人で研究をしていますが、知らず知
らずお互いを高め合っているというか。例えばスケッチを
机上に広げていると、メンバーがアドバイスをしてくれた
り。もちろん逆もあります。周囲の意見を取り入れること
は就職してからも大切なことですし、個人の研究ではある
けれど研究室に所属している意味は大きいと感じます。
木村さん　いま研究室にいる4年生は、1年生の頃から仲
のいいメンバーばかりで、学生実験などのレポートを作成
するのに、メンバーの家に泊まったりしていたほどです。
研究をする日はもちろんですが、研究をしない日でもたわ
いもない話をしたり、ゲームをしたり。研究を早く終えて
も、長引いても、毎日19時くらいまでは必ずいますね。
内沢さん　私も木村さんに近いですね。全員ではありま
せんがメンバーはもともと顔見知りで、ときどき遊んだり
していました。ゼミ旅行なども自分たちで企画するくらい
仲がいいですね。研究に関しても気軽に意見交換ができ
ますし、楽しく活動しています。

内沢さん　いまは一級建築士の勉強もしていて、研究と
の両立が大変ですが、充実しています。
二瓶さん　少し違いますが、私もアルバイトをしていて研
究との両立が大変だなと感じてます。自宅のパソコンでな
ければできない作業も多いので、朝と夜にデザインを進
めて、週に3回くらい先生に成果を報告して、アルバイト
に向かって。そんな毎日です。
大村さん　私も内定先の研修に参加しているので、卒業
論文との両立の大変さに苦労していますが、できるだけ
頭の切り替えをするように努力しています。
木村さん　すごいですね。卒業論文と並行して、研修へ
の参加もとなると、大変ですよね。
学長　研修も大切ではありますが、大学の4年間は人生に
おいて貴重な時間になると思いますので、できれば大学
で今しかできないことをしてほしいですね。

学長　ところで皆さんは全員、就職先が内定しているよ
うですが、大学院という選択肢はなかったのか、参考まで
に教えてください。
大村さん　考えたことはあります。先輩から「大村さんは
大学院に行くべきだよ」と言われて、そういう選択肢もあ
るのかなと。ただ自分の研究に対応する分野がなかった
ため、就職へ舵を切りました。
二瓶さん　1年次には私も大学院を考えていましたが、ア
ルバイトを経験するうちに、仕事をしながら勉強を継続す
るスタイルが、自分に合ってるのかなと感じています。
木村さん　そうなんですね。私も入学時から大学院は選

択肢にありました。2年次までは他大学の大学院に進むこ
とを目標にしていましたが、学年が上がり、いろいろな人
と話をしていくにつれて「就職の方がいいのでは」と思う
ようになりました。
内沢さん　3人ともすごいなと、話を聞いていました。私
は大学生活のゴールが就職というイメージだったので、
進学についてはまったく考えていませんでした。
学長　大学院はポテンシャルを高める意味では非常に有
効だと考えますので、皆さんの意見をぜひ聞いてみたくて
質問しました。例えば工大にも社会人の大学院生がいま
すので、もし機会があればそういった選択肢も考えてみ
てほしいですね。

学長　もうすぐ卒業ですね。皆さんにとって工大での4年
間はどのような時間でしたか？
内沢さん　私は工大に来て良かったと感じています。自
分の能力を入学時よりも高めることができたのは、人との
つながりが大きかったと感じています。たくさんの人と会
話をして自分の考えが変わったり、視野が広がったり。人
として成長できたと実感していますし、充実した4年間で
した。
二瓶さん　私にとっては、自分の能力をすごく伸ばしてく
れた4年間だったと思います。カーデザイナーになりたく
て工大に入学しましたが、本当になれるとは思っていませ
んでした。でも、実際にその第一歩を踏み出せることにな
り、工大からカーデザイナーとして就職するのは久々だと
聞いていますので、看板を背負ったつもりで頑張りたいと
思います。
大村さん　私は4年間で、自分のことを入学時よりも知る
ことができたように思います。入学時は、将来何をしたい
か分かりませんでしたが、研究室での活動はもちろん、
サークルを立ち上げるなどの挑戦や、さまざまな経験を
通じて自分にどのようなものが合うのかを見つけること
ができました。4月からは多世代交
流型の施設で働くので、世代に合わ
せた適切なコミュニケーションを取
りながら頑張っていきたいです。
木村さん　私は仕事を覚えると同時
に、資格取得にも取り組んでいきた
いですね。
内沢さん　私も仕事と並行しながら
一級建築士の資格を取得したいと
思っています。
学長　皆さん、明確な目標があって素晴らしいと思いま
す。そして本学に入って良かったと言ってもらえたこと
に、ほっとしています。これからの活躍を後輩は見てい
ますし、また、皆さんの頑張りが後輩に大きく影響するこ
ともあると思います。自分の力を信じて活動を続ければ
必ず道は拓けてきますので、どうか社会に巣立っても頑
張ってください。

進路について

研究との両立

4年間を振り返って

電気電子工学科

木村 冬威さん

経営コミュニケーション学科

大村 文彩さん
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卒業研修・大学院研究

卒業研修に取り組む学生たち

ライフデザイン学部
安全安心生活デザイン学科

　現在日本では、情報化社会の発展や少子高齢化が進み、人間関係の希薄化が問題視さ
れ、コミュニティ形成の必要性が求められています。私は、ハンドメイドについての研究に取り
組み、モノづくりが自然な交流を生み出すことを考えました。
　多賀城で定期的に開催される〝たがマルシェ″をはじめ、展示会等にも出店しドライフラ
ワーを用いたアクセサリーづくりのワークショップの開催などを行っています。さらに、アン
ケートやインタビュー調査を行いハンドメイドの良さや需要、それによる交流の広がりについ
て研究しています。参加者からは、ハンドメイド作品への熱心なご意見があり、ハンドメイドを
体験し完成した際の笑顔がとても素敵で印象的でした。今後も多くの方に、ハンドメイドの良
さやハンドメイドがつながりを生むきっかけになることを広めるために研究していきます。

交流を生み出すハンドメイド

安
あんどう

藤　萌
も え

絵
安全安心生活デザイン学科 4 年

マルシェ出店時の様子

電気電子工学科 …………………… 2月25日（火）
情報通信工学科 …………………… 2月27日（木）
建築学科……第1日目：卒業論文　2月6日（木）
……………… 第2日目：卒業設計　2月7日（金）
都市マネジメント学科 … 2月6日（木）〜7日（金）
環境エネルギー学科 ……………… 2月13日（木）

クリエイティブデザイン学科
……………………………1月29日（水）〜1月31日（金）
安全安心生活デザイン学科
……………………………1月29日（水）〜1月30日（木）
経営コミュニケーション学科
…………………………………………… 1月15日（水）

八木山キャンパス
工学部

長町キャンパス
ライフデザイン

学部

卒業研修学内発表 日程

工学部
建築学科

　工業化住宅は1960年頃に誕生し、社会的なニーズに応えながら、現在に至るまで半世紀
近い歴史を歩んできました。私は、現在の工業化住宅は自由な設計を前提に売り出している
ことが多いですが、規格の中での自由さが主で、住宅を建てた後の自由さがほとんどないと
感じていました。また、敷地の使い方や周辺環境への配慮が足りなく固定化され、景観を崩
してしまっていることが多いと思います。
　私は、工業化住宅はもっと自由であるべきだと考え、建築後であっても自由に可変・移動
ができ、田舎の街並みや歴史的街並み、住宅街などどこにあっても馴染める変態性がある
ものにしたいです。固定化された工業化住宅をどのように自由なものにしていくか、日々卒
業設計に取り組んでいます。

田舎の街並みに溶け込む
工業化住宅の制作

佐
さ さ

々　智
ともひろ

広
建築学科 4 年

卒業設計室での作業

工学部
都市マネジメント学科

　近年、毎年のように様々な自然災害が発生しており、その中でも地盤災害は発生予想が
難しく復旧にも多数の人力と時間を要します。予測や地盤の危険度などが分かれば事前に
対処できる部分もありますが、現実として土木分野においては地盤災害の発生についての
予測をするシステムはまだ構築されていません。そこで私は、大量のデータを処理・分析で
きる機械学習を利用することで、崩壊した地盤のデータから共通性を見つけ出すことによ
り地盤崩壊の予測ができるのではないかと考えました。現在は、人工の斜面構造物である
切土のデータを機械学習等で用いるLabVIEWというソフトウェアを用いて分析することで
予測の精度を上げる作業をしています。少しでも良い成果を残し、後発的研究に繋げること
で土木分野での実用化に向けて貢献できれば嬉しく思います。

地盤崩壊の予測に関する研究

尾
お ざ き

崎　文
あ や か

香
都市マネジメント学科 4 年

LabVIEWでの機械学習の実施



05東 北 工 業 大 学 の“ 今 ” を 伝 え る 広 報 誌

研究に取り組む院生たち

大学院 博士（前期）課程
工学研究科　環境情報工学専攻

　人の呼気は、窒素、二酸化炭素、酸素、水蒸気が主成分ですが、数百種類のガス成分で構
成されています。肺では吸い込んだ空気と毛細血管の間でガス置換が行われるため、呼気
中には血液中に溶け込んでいるガスが多く含まれており、健康状態のモニタリングに役立
つ様々な情報があると考えられています。既に多くのガス成分が、呼気分析による人の状態
モニタリングや疾病の発見のために利用されています。そこで私は、肺がん患者の呼気に含
まれるアルデヒド類に着目しました。アルデヒド類に反応する試薬と多孔質ガラスを組み合
わせた分析チップを開発し、簡易分析法を研究しています。非侵襲的診断法につながるよ
う、この分析チップを用いた簡易分析法の確立を目指し日々の研究に取り組んでいます。

肺がん予見が可能な
簡易分析法の研究

阿
あ べ

部　捺
な つ み

美
環境情報工学専攻 2 年

水溶液中でのアルデヒド類と試薬の反応

建築学科
…………2月28日（金）〜3月4日（水）
クリエイティブデザイン学科
…………2月28日（金）〜3月4日（水）
安全安心生活デザイン学科
…………2月28日（金）〜3月4日（水）

せんだいメディアテーク
（5・6階）

卒業研修学外発表 日程 大学院・専攻発表会 日程

［工学研究科］
電子工学専攻 …………………… 2月21日（金）
通信工学専攻 …………………… 2月26日（水）
建築学専攻  ……………………… 2月19日（水）
土木工学専攻 …………………… 2月10日（月）
環境情報工学専攻 …………… 2月27日（木）

［ライフデザイン学研究科］
デザイン工学専攻 …………… 2月20日（木）

八木山キャンパス

長町キャンパス

大学院 博士（前期）課程
工学研究科　土木工学専攻

　近年、訪日外国人観光客数は急激に増加しており、2020年に東京オリンピックを控える
現在の日本はより一層の注目を浴びています。一方で、外国人観光客は東京・京都・大阪を
はじめとした人気観光地へ集中し、地方との格差が謳われています。その理由の一つに、地
方が外国人にあまり知られていないという点が挙げられ、仙台や東北も同様の課題を抱え
ています。そこで私の研究では、まずは仙台や東北という地域が外国人にどのような理解を
されているのかという実態を把握するために、外国人観光客へのアンケート調査を実施し
ています。そして人の「認識」という観点から、将来の効率的な観光プロモーションへの一
助となるような成果とすることを見据えつつ、日々研究に取り組んでいます。

仙台・東北を訪れる
外国人観光客に関する研究

幾
き よ は し

世橋　哲
て つ や

矢
土木工学専攻 2 年

日常のゼミ活動

大学院 博士（前期）課程
工学研究科　通信工学専攻

　自宅でWi-Fiを利用している方も多いと思いますが、外出先でもコンビニや喫茶店、駅、
空港など多くの施設で自治体や通信会社等による様々なWi-Fiサービスが利用できます。旅
行中でもWi-Fiに接続してWeb検索やスマートフォンアプリを利用できて便利です。私は、ス
マホ等でWi-Fiサービスの利用できるエリアを確認できるシステムの研究・開発を行ってい
ます。データ収集はスマホを持って移動することで受信したWi-Fiの電波を記録し、開発シ
ステムではそのデータを基にWi-Fiサービスを利用できるエリアとその電波の強さを表示し
ています。現在はシステムの一部機能の自動化やWebページの見易さの改良等に取り組ん
でいます。

Wi-Fi の利用可能エリア
表示システムの研究

銭
ぜ に や

谷　英
え り

李
通信工学専攻 2 年

表示された利用可能エリア
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就職情報

就職活動に取り組むにあたって

就
職
委
員

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
学
科

クリエイティブデザイン学科 教授

両
もろずみ

角　清
きよたか

隆

　今年の4年生の就職状況は、昨年度より若干厳しい状況で進
んでいます。個人の希望と、採用したい企業のずれが、原因の一
つと考えられます。
　3年生には、自分の希望や能力について早く整理してアピール
する準備を進めると同時に、世の中でどのような職能が求めら
れているのかを調べ、どの分野へアピールすれば採用につなが
るのかを冷静に考えて欲しいです。採用のルールが変化し、学生
が能力のアピールを行い、企業側から学生へアプローチするこ
とが増える傾向にあります。頑張ってください。

世の中を知り、
能力をアピールしよう

就
職
委
員

建
築
学
科

建築学科 教授

堀
ほり

　則
の り お

男

　本学科の３年生は、この夏休みには６〜７割程度の学生が
何らかのインターンシップに参加したようです。実態としては
本来の就業体験ではなく、１〜２日の見学会・説明会も多いよ
うではありますが、企業研究に積極的に動き始めていること
は良い傾向です。近年は売り手市場と言われて内定が出やす
くなっている一方、安易に就職先を決めてしまうことも懸念
されています。十分な企業研究に基づいて、納得のできる就
職先と出会える就職活動に期待します。

十分な企業研究で
納得できる就職活動を

就
職
委
員

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
科

環境エネルギー学科　准教授

佐
さ の

野　哲
て つ や

也

　環境エネルギー学科の就職状況は例年通り順調です。しか
し、単位取得がままならない状態で就職活動に臨む学生の
数も増えてきています。「採用選考に関する指針」の廃止をう
け、早期に学生への接触を希望する企業が増えつつあり、イ
ンターンシップや業界説明会など採用情報解禁前に企業の
仕事内容に触れる機会も多くなりました。これから就職活動
を迎える学生は、将来に向け早めの準備が大切になってきま
すが、学業と両立させながら取り組んでもらいたいと思いま
す。

就職活動早期化の動きに対応を
就
職
委
員

情
報
通
信
工
学
科

情報通信工学科　准教授

松
ま つ だ

田　勝
まさひろ

敬

　今年度の現4年生の就職活動は好調ではありますが、例
年に比べ流れが変わりつつあります。就職先の業種によって
は、状況に変化が出てきているところもあるようです。さら
に今年は東京オリンピックの開催もあり、現3年生について
はより早めの行動が重要です。自分が就職活動をするには
何を重視するのか、就職先に何を求めるのかよく考えましょ
う。一人ひとりが就職先について深く調べ、自分の立場で行
動を始めてください。

就職先について深く調べて
良く考えましょう

就
職
委
員

都
市
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

都市マネジメント学科 教授

須
す と う

藤　敦
あ つ し

史

　就職活動も始まり、いろいろと悩む時期になりました。就
職活動は10年後20年後の自分を考えることと考えてくださ
い。自分の力を活かして、生き生きと働くためにも、企業説明
会やインターンシップに積極的に参加して、自分の目で見極
めることをお勧めします。人材不足の中、特に建設系では技
術者不足が続いており、求人状況も売り手市場が続くと予想
されています。だからといって、企業の採用基準が緩和され
ているわけではないので、気を引き締めて就職活動に臨んで
ください。

自分の目で見極めて！
就
職
委
員

電
気
電
子
工
学
科

電気電子工学科 教授

宮
みやした

下　哲
て つ や

哉

　4年生は例年通り順調でほぼ全員が内定しています。一方3
年生は、就職協定の廃止と東京オリンピックによる会場の制
約から今年度は早めに活動しています。焦って決めることは
避けるべきですが、業界と企業について学び自分に合った分
野を早期に見つけることは大切です。本学科では多くの求人
と共に、希望と志向に沿った業界・業種の提案により、高い
就職率を維持しています。就学により自らの価値を上げてい
くと同時に、優良な企業に入社できるように有効な就職活動
をしてください。

優良な企業への就職を
目指しましょう 

就職委員長　都市マネジメント学科　教授千
ち ば

葉　則
のりゆき

行

　経団連の就職活動ルールの廃止決定を受け、今後政府の主導のもとに2021年卒の就職活動の日程は現行の
2020年卒と同様な日程で進むことになりました。こうした動きの中、企業の選考活動時期が多様化してきてお
り、選考スケジュールをチェックすることが重要となってきています。また今時期に１dayインターンシップなどを
実施する企業が増えてきています。仕事や企業の理解を深められる絶好の機会ですので大いに活用してみましょ
う。納得のいく就職活動ができるかどうかは当事者意識を強く持った主体的な行動が取れるかどうかに掛かって
います。ご健闘を祈ります。

2021卒の本格的な就職活動を迎えるあたって！



07東 北 工 業 大 学 の“ 今 ” を 伝 え る 広 報 誌

就
職
委
員

経
営
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

経営コミュニケーション学科 准教授

猿
さるわたり

渡　学
まなぶ

　4年生の就職活動が収束し、いよいよ来年度の就職活動
が本格的に始まります。今年度の就職活動のポイントはイン
ターンシップに参加した学生が多く、そして希望に近い進路を
決定できているという点でしょう。本学科の学生は経営とコ
ミュニケーションを学んでいますので営業職への希望が中心
です。インターンシップに参加することで営業職を十分に理
解して就職活動を進めていました。何はともあれ、飛び込ん
でみよう！という姿勢が大切ではないでしょうか。

インターンシップに行こう

就
職
委
員

安
全
安
心
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

安全安心生活デザイン学科　教授

中
なかじま

島　敏
さとし

　PC、スマホと大変便利な時代で就職も例外では有りませ
んね。しかし、余りの手軽さから、全てをゆだねるのは少し問
題かも知れません。そこで長く就職に携り、Face to Faceの
関係を築いていらっしゃる先生方に相談に乗ってもらってか
らでも遅くないと思います。人脈も豊かで有意義な情報があ
るのではないでしょうか。もちろん、悩みなどの相談にも乗っ
てくれますしね。さらに本学は、OBやOGの卒業生が３万人
を超していますので、このパイプ役の先生方を使わない手は
ありませんよ。

デジタルとアナログの関係

　学部卒業後あるいは大学院修了後には「就職」が待っています。
どのような職業であれ、それを全うすることはやりがいに通じ、豊
かな人生をもたらします。したがって就職活動とは、これまで培っ
た能力を活かし、さらに成長し続ける永い人生を歩む場、舞台を築
く活動なのでとても大切です。
　入学時からその舞台の探求を続けていると思いますが、先輩が
歩んだように、今は自分の価値観を基に、大学と周りの信頼できる
方、友人のアドバイスを信じて舞台選びへの歩みを進めることが肝
要です。

今
こ ん の

野　弘
ひろし

 学長

自分と周りのアドバイスを信じて
歩みを進めよう



08 No.296  Winter 2020

大学院で学ぶ

■システム分野  ■センシング分野  ■デバイス分野

　高度IoT（モノのインターネット）社会の到来

により、情報技術とハードウェア技術の両方の

知識を持った研究者や技術者の需要が高まり、

電子工学はより一層重要な役割と責務を担って

います。電子工学専攻では、社会のニーズに対

応するために材料からデバイス、計測・制御、シ

ステムまでの非常に幅広い分野の教育・研究を

行います。学部のモデルコースに対応したシス

テム、センシング、デバイスの３つの分野の研究

を第一線で活躍している教員の指導の下で進

めることができます。

工学研究科
電子工学専攻

■光通信工学分野  ■電磁波動工学分野
■基礎情報工学分野  ■情報処理工学分野

■建築史・意匠分野  ■建築・都市計画分野
■建築環境工学分野  ■建築生産工学分野
■制振構造学分野

　通信工学は信号の伝送や情報の伝達を工学

的に扱う学問です。現在の社会は通信技術と情

報処理技術が結びついて高度に情報化されて

発展しています。通信工学専攻では、高度情報

通信社会を担う人材、すなわち専門分野におけ

る研究者や高度な専門知識を有する技術者の

育成を目標として、「光通信工学」、「電磁波動

工学」、「基礎情報工学」、「情報処理工学」の

４分野で熱意あふれる教員のもと、活発な教育

･研究が進められています。

工学研究科
通信工学専攻

　本専攻は、建築の創造性の裏付けとなる芸

術文化史、造型デザイン、建築計画学、都市環

境学、材料科学、構造工学などの研究領域を全

て備えるとともに、建築実務を学ぶことにも重

点を置いています。こうした研究・教育環境の

もと、大学院生が多岐にわたる建築の基礎を

身につけ、よりよい建築空間の創造に携わるこ

とができる力を育てます。

工学研究科
建築学専攻

　大学は教育とともに研究をその使命としています。大学院では世界にひとつのオリジナルな研究に時間をかけてじっくりと取り組むこと
ができます。学生の皆さんが学部で学んだ知識や、身につけた論理的な思考力・分析力をベースにして、それを深化させ自由な発想で実践
する場が大学院です。より専門性の高い知識を学ぶだけでなく、指導教員の個別指導のもと、一つのテーマを徹底的に追究することで、課
題を解決するためのプロセスや思考方法といった課題解決能力、そして成果を社会に還元するプレゼンテーション力を養います。研究とい
うと難しそうに聞こえるかもしれませんが、でのその基本にあるのは「なぜ」「どうして」「どうやったらうまくいくか」という素朴な疑問や
興味です。学部学生の皆さん、おもしろそうな研究をしている研究室を訪ねてみてください。授業では知ることのできない、研究の楽しさ
と素晴らしさを体験することができるでしょう。広い視野を育み、自身の価値をさらに一段高めて将来の可能性を広げることができる場、
大学院へ進学しよう。

大学院は自由でおもしろい

小
こばやし

林　正
ま さ き

樹　　大学院工学研究科長／電気電子工学科 教授

　土木工学は我々の暮らしを支える最も重要

で基本となる工学であり、その専門知識・技術

を学び、研究活動を行います。土木工学の内容

は多岐に渡っており、自然災害等に対する防災

の視点からの国土の保全・管理やその計画・設

計、”infrastructure”「インフラ」と呼ばれる高

速道路や新幹線に代表される道路や鉄道、空

港、港湾、水道、下水道等の計画・設計・建設・

維持・補修・管理、観光を含む人の移動や物流

などに関する計画・運用などです。学外での調

査・実験などの諸活動が多いのも「土木工学専

攻」の特徴です。

工学研究科
土木工学専攻

■エネルギー工学分野  ■環境応用化学分野
■環境マネジメント分野 ■水環境・生態系保全分野

■産業デザイン計画分野  ■福祉デザイン計画分野

■環境造形計画分野  ■生活デザイン科学分野

　環境情報工学専攻の大学院生は、自ら計画

を立て環境の調査及び観測をして、その環境

データを解析するためにプログラムを作成し検

討していきます。その過程で、自分自身のアイデ

アで計測技術や対策技術などを考案できる楽

しい場がたくさんあります。本専攻は、日々の

教育・研究環境を整える努力をすると同時に省

蓄創エネルギーを極め、社会に貢献することを

目指します。

工学研究科
環境情報工学専攻

　現代における真にゆたかな生活を考察し、共

創・共助をもって将来像を描き、科学技術・工学

を適切に活かして目前の課題解決にあたるこ

とのできる人材の育成を目指しています。この

ため、産業から福祉まで、事業から空間・環境

まで、４つの分野を設定し、ひろい知識を涵養

するとともに、探求テーマを掘り下げ、具体的

な調査研究・設計・制作表現等について、統合

的な成果を導出することをめざします。

ライフデザイン学研究科
デザイン工学専攻

■土木材料・構造工学分野  ■地盤工学分野
■水圏の利用と防災分野 ■土木計画学分野
■地域の水循環分野



09東 北 工 業 大 学 の“ 今 ” を 伝 え る 広 報 誌

海 外 で の 研 究 発 表

スイス連邦工科大学チューリッヒ校
ETHZ の設計スタジオ講評会

The 25th Annual Meeting of the Organization 
for Human Brain Mapping に参加して

　11月20日（月）〜21日（火）の2日間、スイス・チューリッヒで行われた、貝
かいじま

島 
桃
も も よ

代 教授の設計スタジオ中間講評会に招
しょうへい

聘講評者として参加しました。スタジ
オのテーマは「Architectural Behaviorology」。今季は日本・石巻市の漁村を
テーマに、受講生23人が設計に取り組んでいます。ゲスト講評者は私の他に、ベ
ルギーの建築家Jan De Vylder、オランダの建築歴史家 Tom Avermaete、東
京工業大学の塚

つかもと

本 義
よしはる

晴 教授。受講者の国籍もスイス・ドイツ・中国など多彩で
す。
　講評が始まれば、英語の他は日本で行う講評と同じです。大きな手描きのド
ローイングを貼り出し、模型とともに説明します。なぜそのプログラムが必要か、
周辺にどんな効果があるか、建築の組立て方はなど、建築の技術的・文化的側面
から議論し、石巻の新たな魅力に気づくことができました。また、本学科の学生
がインターンとして1年間滞在した建築設計事務所を訪問できました。
　本学科の学生たちも多国籍な環境で建築を学ぶチャンスに積極的に挑戦して
います。今年3月には3年生2名が、バルセロナの短期設計スタジオに参加する予
定です。新しい体験をもとに卒業設計に取り組むことを期待しています。

建築学科 准教授

情報通信工学科　准教授

福
ふ く や

屋　粧
しょうこ

子

三
み う ら

浦　直
な お き

樹

ETHZスタジオ中間講評会の様子

ウィーン・オペラ座も見学しました

　6月9日（日）〜13日（木）にローマで開催された、The 25th 
Annual Meeting of the Organization for Human Brain 
Mappingに参加しました。もともと脳科学の分野では規模の大
きな国際会議の一つですが、25周年の節目の大会ということも
あってか3,600件を超える研究発表があり、会場となったパル
コ・デッラ・ムジカ音楽堂はあふれんばかりの研究者で賑わっ
ていました。
　今回の会議では、特に脳内情報処理をネットワークとして解
析する研究に注目が集まっており、それと合わせて深層学習な
どの人工知能技術を活用した研究発表が目立ちました。私は、
人間の社会性認知に関わる研究テーマについて発表を行いまし
たが、研究分野の流行をどのように取り入れるか考える良い機
会になりました。旧知の先生方とも久々に交流することができ、
実り多い国際会議となりました。

メインホールでの講演風景

会場の外にはローマらしい
顔出し看板がありました

ポスター発表、とても暑い会場でした
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地域連携センター・研究支援センターだより

今
こ ん の

野 弘
ひろし

学長による開会のあいさつ

「関東圏から工大に期待したいこと」
登壇者の皆さま

「関東圏から工大に期待したいこと」
登壇者の皆さま

円卓会議の様子

　1月17日（金）に仙台国際センターで開催された「みやぎ地域連
携マッチング・デイ」にて、本学のAIR研究所（所長：電気電子工学

科 鈴
す ず き

木 郁
いくろう

郎 准教授）とマーケティングサポート研究所（所長：

経営コミュニケーション学科 佐
さ と う

藤 飛
あ す か

鳥 准教授）がプレゼンテー
ション及びブース展示を行いました。
　プレゼンテーションでは、AIR研究所は『企業様ニーズに合わ
せた「AI」開発』について、マーケティングサポート研究所は『学
生参加による地域中小企業の商品開発・販路開拓』について企業
向けのプレゼンテーションを行いました。
　また、両研究所とのマッチング相談会も行われ、多くの来場者
の関心が寄せられました。
　ブース展示では、連携を模索している企業とのマッチングや他
の来場者とも情報交換を行い、今後の事業発展に役立つ機会とな
りました。今後の本学との産学連携の展開が期待できます。

◆みやぎ地域連携 マッチング・デイ

◆東北工業大学 関東圏円卓会議を
　開催しました
　2019年11月23日（土）、如水会館において「東北工業大学
関東圏円卓会議〜持続可能な東北を目指して〜」を開催しまし
た。
　前半は現在取り組んでいる研究事例の講演・話題提供とし
て、工学部環境エネルギー学科 丸

ま る お

尾 容
や す こ

子 教授から「呼気で病
気を早期発見する〜自分で行う健康管理を目指して〜」、工学部
建築学科 石

い し い

井 敏
さとし

教授から「建築学からの暮らしの豊かさを
追求〜福祉施設計画と北欧デザインから〜」の講演がありまし
た。
　後半は、東北工業大学同窓会の関東圏在住の会員から6名の
方に登壇していただき、「関東圏から工大に期待したいこと」を
テーマに、工大ブランド力の推進や人材育成教育及び同窓生と
在学生との交流の場を設けるなど本学に対する要望を中心に積
極的なご意見・ご提案をしていただきました。会場から質問など
があり、登壇者とディスカッションを交わすことができました。
今回は多くの同窓生の皆さまにご参加いただき、限られた時間
の中でありましたが充実した公開情報交換会になりました。

◆TohtechサロンVol.75を開催しました
　12月16日（月）に長町駅前プラザホールにて、第75回 Tohtech
サロン「文化遺産・自然資源をいかしたまちづくり提案〜十八夜観
世音堂　観音菩薩像をいかしたまちづくり〜」を開催しました。

　当日は本学ライフデザイン学部安全安心生活デザイン学科 中
なかじま

島 

敏
さとし

 教授と本学学生からまちづくり活性化案についての発表、仙台
市教育委員会文化財課より、観音菩薩像の歴史的価値についての
講演があり、まちに存在する「地域資源」を活かした今後のまちづくり
について考える機会となりました。この機会に合わせて、長町まち
づくりプラザでは2日間にわたり、研究室の学生による地域活性化
提案の展示会も行われ、来場者より意見を伺う機会となりました。
　本研究は長町一丁目に所在する十八夜観世音堂の観音菩薩像
（2016年に宮城県指定有形文化財（彫刻）指定）の再現プロジェ
クトで、昨年より中島教授を中心に、宮城県産業技術総合セン
ター、仙台市、本学、十八夜観世音菩薩保存会、などで構成するプロ
ジェクトチームのもと、木製品の3次元測定 技術、3Dプリンターな
どのデジタルエンジニアリング技術を活用し、観音菩薩像の再現を
行ったものです。昨年度は菩薩像の再現像を無事にお堂に安置す
るまでに至りました。今年度は再現像を活用した街づくり活性化に
向けた取り組みを行っています。

　1月22日（水）に一番町ロビーにて、第76回Tohtechサロン「デ
ザインと経営〜広がりつつあるデザイナーの役割〜」を開催しま
した。マツダやシャープでデザイナーを務めたライフデザイン学

部クリエイティブデザイン学科 大
お お や

矢 隆
りゅういち

一 教授を講師にお迎え
し、経営とデザインという側面について、ブランディングの位置づ
け、また企業が経営にデザインを取り入れることのメリットなどに
ついて、ご講演いただきました。参集された多くの企業の方より、
デザインを取り入れる可能性について、反響が寄せられました。

◆TohtechサロンVol.76を開催しました



11東 北 工 業 大 学 の“ 今 ” を 伝 え る 広 報 誌

トピックス

　11月30日（土）第3回工大サミットが福岡工業大学を会場に開催
され、本学の他、愛知工業大学、大阪工業大学、神奈川工科大学、
芝浦工業大学、広島工業大学、福岡工業大学が参加しました。

　始めに会場校である福岡工業大学の下
しもむら

村 輝
て る お

夫 学長より挨拶が
あり、続いて事例報告、パネルディスカッション、ワークショップ等
が行われました。
　事例報告では、各大学の特徴的な教育の取組や工大サミットへの

提言等について、７大学の学長より説明があり、本学からは今
こ ん の

野 弘
ひろし

 
学長が教育の質保証や学生支援などについて説明を述べました。
ワークショップは３つのテーマに分けられ、その内「グローバル人材
の育成」をテーマとしたワークショップでは、本学建築学科３年生

の今
こ ん の

野 隆
りゅうや

哉さんが、台湾への短期留学とインターンシップ経験に
ついて発表を行いました。
　また、各大学によるロボットバトル「ROBO-ONE」も同時開催
され、本学からは電脳からくり部の学生５名が参加しました。

◆「第3回工大サミット」を開催◆教職課程の4年生が
　　聴覚支援学校で一日実習
　教職課程を学ぶ4年生が、2019年11月1日（金）に、教職実践
演習の授業の一環として、宮城県立聴覚支援学校で実習を行い
ました。そして、教頭先生による特別支援教育についての講話、
学校施設や授業の見学、高等部の産業工芸科との合同授業を行
いました。
　合同授業では、「新しいコンセプトでモノをデザインする」と
いう課題に高校生とともに取り組みました。聴覚に障害のある
生徒とは、覚えてきた手話や筆談、身振り手振り等でコミュニ
ケーションを取り、生徒のアイディアを活かしたコンセプト作り
に取り組みました。

生徒にパソコンを使って自己紹介をする

白
しらとり

鳥 岳
がく

さん（情報通信工学科4年生）

◆「フィンランドの暮らしから学ぶ
　　―北欧デザインとデジタルエンジニアリング」講習会に
　　　　　参加しました
　令和2年1月15日（水）14：00〜17：00に、宮城県産業技術総合
センター（泉区）会議室において、「フィンランドの暮らしから学ぶ
―北欧デザインとデジタルエンジニアリング」のテーマで、本学北
欧デザイン研究所と産業技術総合センターの共催でセミナーを開
催しました。
　はじめに、北欧デザイン研究所所長／東北工業大学 工学部建築

学科 石
い し い

井 敏
さとし

教授から「北欧流『ふつう』暮らしからよみとく環境

デザイン」、次に日本福祉大学 健康科学部 福祉工学科 坂
さかぐち

口 大
だ い し

史 

助教から「北欧デザインとデジタルエンジニアリング〜フィンランド
のfablab・AMの先進的な取り組み〜」についての講演がありまし
た。
　参加者は20名を超え、セミナー終了後、産業技術総合センターに
設置している３Dプリンタ等の見学会などもあり、今後のデザイン
の方向性を探る上でも、有意義なセミナーとなりました。

　2016年にグーグルの「AIphaGO」が世界最強の囲碁棋士を負か
し、2017年にクラスタマシン「PONANZA」が将棋の名人を連破し
て、一躍、AI(人工知能)が脚光を浴びるようになりました。現在、第
3次AIブームが到来して様々な分野でAIが活用される時代となり、
AI技術者の育成が重要な課題となっています。このような社会情勢
を踏まえ、本学におきましても、今年度より全学科全学年の希望者
を対象として、AI教育プログラム（人工知能入門/基礎/応用）の授
業が始まりました。
　夏季休業中には「人工知能入門」が3日間開講され、約50名の学
生がAIの発展の歴史と活用事例に関する講義と機械学習アルゴリ
ズムの演習を学びました。また冬季休業中には「人工知能基礎」が
3日間開講され、やはり約50名の学生が1人1台のNotePCを使った
講義と演習を受講して、機械学習や深層学習のアルゴリズムについ
て理解を深めました。学生達は人工知能という新しい知識を楽しく
学んでいる様子でした。
　今後、春季休業中に「人工知能応用」の開催を、また3月には教職
員向けのAI教育に関する講演会の開催を予定しています。来年度
は、上記の3科目のほか、全学科の新入生を対象に1コマ以上AIに
関する講義を学んでもらう予定です。

◆AI教育プログラムを今年度よりスタート
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